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2012 年の支援活動報告    

    

2012年 10月以降に行った支援活動 2件の報告です 

 

 

今年も皆様の募金のおかげで支援活動を行うことができました。

ほんとうにありがとうございました。来年もご支援をよろしく 

お願いいたします。 
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医薬品代 808,800 内分泌研究所：医薬品、放射性ヨード体内残存量測定器 

運営費 421,600 「チェルノブイリ子どもたちの生存」 

特別保養費 998,280 汚染地域の病気の子ども 

合計 2,228,680  
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医薬品代 1,920,218 
「困難の中の子どもたちへ希望を」「チェルノブイリのサイン」 

「希望 21」 

運営費 805,025 「困難の中の子どもたちへ希望を」「チェルノブイリのサイン」 

年間保養費 3,977,000 「希望 21」：汚染地域の子ども 

特別保養費（子ども） 1,187,515 甲状腺、その他の腫瘍病の子ども 

特別保養費（家族） 359,387 
チェルノブイリ被害者家族（両親のどちらかが甲状腺がんの 

手術を受けた家族） 

合計 8,249,145  

 

         

 

今年 2 月、事務局スタッフが内分泌研究

所を訪問。前年度に支援した医薬品の在庫

状況、医薬品を渡した患者のリストを確認

しました。放射性ヨード治療を行う病棟の

廊下には、旧式の体内残存量測定器が置か

れていました。チェルノブイリ事故後、外

国の NGO から贈られたものを現在まで使用

しているという説明でした。以下の要望を

受け支援を決定しました。 

◆カルシウム剤（ニコメド社）6250 ドル 

◆体内残存量測定機（ウクライナ製）3750 ドル 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日本のみなさまへ  

内分泌研究所の放射線核種診断・治療部

門で観察下にある甲状腺がん患者に、毎年

貴重なご支援いただきまして、心からお礼

を申し上げます。 

2012年 1月 1日から 9月 12日まで、247

人の患者（1968～1986年生まれ）について

甲状腺がんの治療が行われました。2056人

の患者に対し、血液中の甲状腺ホルモン

（TSH）検査とＬチロキシンの投与が行わ

れています。当病院では、1996年から、3250

人（1968～86年生まれ）の患者の観察を続

けています。すべての年代の患者数では

4259人です。550人の女性が健康な子ども

を出産し、そのうち 26人の女性が二人目の 

子どもを出産しました。 

昨年ご支援いただいた甲状腺ホルモン剤

ウクライナ 内分泌研究所   
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2012012012013333 年支援年支援年支援年支援のののの予定予定予定予定     Lチロキシンンの使用状況。2012年 9月 1

日時点で、9394 箱のうち 2069 箱が、215

人の患者に渡されました。 

甲状腺がんの手術を受け、血液中にカル

シウム不足を補うためのカルシウム剤のご

支援をお願いします。また、放射性ヨード

治療を受けた患者の体内残存量を測定する

ことは大変重要です。現在使用している測

定器は老朽化しているため、新たなご支援

をいただければ幸いです。 

内分泌研究所 所長 N・トロニコ 

放射線核種診断部門 副部長 V・マルコフ 

    

    

    

    

腫瘍病の子どもを会員にもつこの団体で

は、毎年年末に、子どもたちの為のクリス

マス会を開いています。地元の企業などか

らの寄付は大変少なく、会の開催が危ぶま

れていました。年に 1 度のこの会は、長い

入院生活を過ごした子どもたちにとって、

友だちを見つけることもできる大切な場に

もなっています。そこで、クリスマス会の

開催費（お菓子・果物・ぬいぐるみなどの

プレゼント代、ほか）として、1000 ドルの

支援を行いました。 
 

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 

子ども基金が支援したものは、現地団体・

病院が物品を購入後、領収書が提出されます。

子ども基金は、書類上のチェックと、実際に

事務局スタッフが現地を訪問

した際に、現物の確認を行って

います。 

＜＜＜＜ベラルベラルベラルベラルーシ＞ーシ＞ーシ＞ーシ＞    

児童健康回復センター「希望児童健康回復センター「希望児童健康回復センター「希望児童健康回復センター「希望 21212121」」」」：：：：放射能汚染

地域に暮らしている子どもたちを、年間を

通して受け入れています。子どもたちの保

養費用の一部を支援します。「「「「腫瘍病腫瘍病腫瘍病腫瘍病の子どの子どの子どの子ど

ものための特別保養」「ものための特別保養」「ものための特別保養」「ものための特別保養」「甲状腺ガンの手術を甲状腺ガンの手術を甲状腺ガンの手術を甲状腺ガンの手術を

受けた受けた受けた受けた親とその子どもの特別保養」親とその子どもの特別保養」親とその子どもの特別保養」親とその子どもの特別保養」をこの

センターで実施します。 
 

慈善団体「困難の中の子どもたちへ希望慈善団体「困難の中の子どもたちへ希望慈善団体「困難の中の子どもたちへ希望慈善団体「困難の中の子どもたちへ希望をををを」」」」：：：：

この団体を通して特別保養に参加する子ど

も・家族が選ばれます。ベラルーシの里子・

奨学生の支援金の受け渡し窓口となってい

ます。会員の子どもたちの薬代、スタッフ

給料と事務所維持費の一部を支援します。 
 

慈善団体「チェルノブイリのサイン」：団体

はすでに解散しましたが、里子への支援金受

け渡しや、元会員たちの「希望 21」への保養

は引き続き行われるため、スタッフ 2名分の

給料と通信費を支援します。 
 

＜＜＜＜ウクライナウクライナウクライナウクライナ＞＞＞＞    

病院病院病院病院「内分泌研究所」「内分泌研究所」「内分泌研究所」「内分泌研究所」：：：：甲状腺の病気の患者

の薬代を支援します。 
 

慈善団体「チェルノブイリ・子どもたちの生存」慈善団体「チェルノブイリ・子どもたちの生存」慈善団体「チェルノブイリ・子どもたちの生存」慈善団体「チェルノブイリ・子どもたちの生存」：：：：

この団体を通して特別保養に参加する子ど

もが選ばれます。ウクライナの里子の支援

金の受け渡し窓口となっています。スタッ

フ給料と事務所維持費の一部を支援します。 

「汚染地域に住む病気の子どものための特「汚染地域に住む病気の子どものための特「汚染地域に住む病気の子どものための特「汚染地域に住む病気の子どものための特

別保養」別保養」別保養」別保養」：：：：クリミア半島の子どもサナトリウ

ムで実施します。 

ベラルーシ  慈善団体  

 「困難の中の子どもたちへ希望を」 
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ࢃゝ࡜࠸࡞ࡣ἞⒪ἲ࡞᰿ᮏⓗࠊࡀࡍࡲࢀࡃ࡚

ࡓ࠸࡞࠸ࡀᑓ㛛་ࡣ࡟ࢳࢪࣟࢼࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀ

ࡢࡕ࠺ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࢆࢪ࣮ࢧࢵ࣐ࡀ⚾ࠊࡵ 4

ேࡢᏊ୍ࡣࢡ࢕ࢹࣛ࢘ࠊࡕ࠺ࡢࡶ࡝␒ୗࡢᏊ

࡝࡞ᾮ᳨ᰝ⾑࡜ࡿࢀࡲ⏕ࡀࡶ࡝Ꮚࠋࡍ࡛ࡶ࡝

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞࡟࡜ࡇࡿࡍࢆᰝ᳨ࡢ࠿ࡘࡃ࠸

ࡅẖᖺཷࢆᰝ᳨ࡢ⭢≦⏥ࡣࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡓࡲ

࢙ࢪࣟࣉNGOࡢ࣓࢝ࣜ࢔ࡣࢀࡇࠕ㸦ࡍࡲ࠸࡚

ࡢ௚ࠋ㸧ࡓࡋㄝ᫂ࡀ་ᖌࡢᆅඖ࡜ࠖࡍ࡛ࢺࢡ 3

ேࡢᏊࡢࡕࡓࡶ࡝೺ᗣ࡟኱࡞ࡁၥ㢟ࡲࡾ࠶ࡣ

್‽ᇶࡣ⬟ᨺᑕࡢ㔝⳯ࡢ⏿ࡢࡾ㎶ࡢࡇࠋࢇࡏ

௨ୗࡽ࠿ࡔ኱୔ኵ࡜ࡔゝࡍ࡛ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ

ᚲࡣࡇࡢࡁࡢ᳃ࠋࡍࡲ࠸࡚࡭㣗ࡲࡲࡢࡑࡽ࠿

࡭ࡿ࡞ࡶ࡛ࠋࡍࡲ࠸ࡽࡶ࡚࡭ㄪࢆ್⥺ᨺᑕࡎ

࣋ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡟࠺ࡼ࠸࡞࠼୚ࡣ࡟ࡶ࡝Ꮚࡃ

࣮ࣜ㢮࡛ࡇ࡝ࠊࡶ᥇࠿ࡢࡶࡓࢀᚲࡿ▱ࡎᚲせ

ởᰁࡀࡾࡓ࠶ࡢࡇ࡝ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ẚ㍑ⓗࡀࡾࡓ࠶ࡢ࡝ࠊ࡚࠸࡚ࢀࡉ

࡚ࡗ▱ࡣࡕࡓ⚾ࠊࢆ࠿ࡢ࡞࠸ࢀࡁ

ࠊࡣཎᅉࡢ⑓ẼࡢᜥᏊࠋࡽ࠿ࡍࡲ࠸

ࡋ࠿ࡋࡶࠋࢇࡏࡲࡾ࠿ࢃࡾࡁࡗࡣ

ࠊࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ࠿ࡢࡶ࡞㑇ఏⓗࡽࡓ

ᨺᑕ⬟ࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿࠸ࡏࡢ⚾

ࡣ࡟Ꮫᰯࡿ࠸࡚ࡋ໅ົࡀ 500ே

Ꮚ࡞೺ᗣࡃ඲ࠊࡀࡍࡲ࠸ࡀᚐ⏕ࡢ

ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸࡞ᑡࡶ࡚࡜ࡣࡶ࡝

࡝Ꮚࡢࢇࡀࠋࡍ࡛࠸ᙅࡀయ࡞ࢇࡳ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ▱ࡣ1ேࠊࡶ

᪥ᮏࡢࡽ࠿ᨭ᥼ࠋࡍ࡛࠸ࡓࡀࡾ࠶ࡶ࡚࡜ࡣ

㣗ࠊࡢࡶ࡭ᯝ≀࣑ࣥࢱࣅࠊ๣ࢆ࡝࡞㈙࡜ࡇ࠺

ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ⠇⤖⭢≦⏥ࡣ⚾ࠋࡽ࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ

ኵ㸦1973ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ࡣ 4ᖺ๓ࡢࢇࡀ⭢≦⏥࡟

ᡭ⾡ࢆ⭢≦⏥ࠋࡓࡋࡲࡅཷࢆ඲᦬ฟ࣍ࠊ࡚ࡋ

ࣝࣔࣥ๣ࢆ᭹⏝ࠖࡍࡲ࠸࡚ࡋ 
 

MMMM࣭ࣖࢽ࣮ࢤࣇ࢚㸦࣭ࣖࢽ࣮ࢤࣇ࢚㸦࣭ࣖࢽ࣮ࢤࣇ࢚㸦࣭ࣖࢽ࣮ࢤࣇ࢚㸦1998199819981998ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ᖺ⏕ࢀࡲ㸧    

        ᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᆅ༊ࢳࢪࣟࢼ    ᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪ

ඛኳᛶ኱⬻Ⓨ㐩㞀ᐖྑࠋ⪥ᙧᡂ୙඲㸦⪥ࡢᙧ

ࠋⓎ㐩㞀ᐖ⮚⭈ࠋ㸧࠸࡞ࡀ✰ࡢ⪥ࠊࡸࡢࡶࡢࡑ

▱ⓗ㞀ࠋ࠸ࡀṌ⾜ᅔ㞴࡚ࠋ ẕぶ㸦1977ࠋࢇ࠿ࢇ

ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ࠕፉࡣ௒ࠊ࡜⸆ࡢ⮚⭈ࠊ②ᨥண㜵ࡢ

ࡀ⪥ྑࠊࡣ᫬ࡓࢀࡲ⏕ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ⏝᭹ࢆ⸆

࡚ࢀࢃゝ࡜࠸࡞ࡀၥ㢟ࡣ௨እ࡜ࡇ࠺࠸࡜࠸࡞

ࡔ࠸ࡼࡤࢀࡍࢆ⾡ᚋ࡛ᙧᡂᡭࡣ⪥ࠋࡓࡋࡲ࠸

ࡿࡇ࠾ࡀ⑷㯞࡚ࢀࡘ࡟ࡿࡍᡂ㛗ࡶ࡛ࠋ࡜࠺ࢁ

࡟ᖺࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࠺ࡼ 1ᗘࡣᚲࡢࣇ࢚࢟ࡎ
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⑓㝔ᩘࠋࡍࡲࡁ⾜࡟㐌㛫ධ㝔ࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡿࡍ

࡚࡭ࡍࡣ἞⒪ࠊデᐹࡢ⑓㝔࡛ࡢࣇ࢚࢟ࠋࡍࡲ

᭷ᩱ࡛ࠋࡍᆅඖࡢ⑓㝔ࡣ↓ᩱ࡛ࠊࡀࡍࡲࢀ࠿࠿

ᑓ㛛⑓ࡿࢀධࡅཷࢆࡶ࡝Ꮚࡢ⑓Ẽ࡞࠺ࡼࡢࡇ

㝔ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ 

ゝ࡜࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿㑇ఏࡣ⑓Ẽࡢࡶ࡝Ꮚࠊࡵึ

࡜࠸࡞ࡣ࡛࠺ࡑࡽࡓࡳ࡚࡭ㄪࠊࡀࡓࡋࡲࢀࢃ

࢙ࣝࢳࠊࡣ⚾ࠋࡓࡋࡲࡾ࠿ࢃ ࣜ࢖ࣈࣀ ࡜⬟ᨺᑕࡢ

㛵ಀ࡜ࡿ࠶ࡀᛮࠋࡍࡲ࠸஧ே┠ࡢᏊࢆࡶ࡝⏘

ࡢୗࠋࡓࡋࡲࡋỴᚰࠊ࡝ࢀࡅࡓࡗ࠿ᛧࡣࡢࡴ

Ꮚࡣࡶ࡝೺ᗣୖࡢ኱࡞ࡁၥ㢟ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ

᪥ᮏࡢᨭ᥼ࡶ࡚࡜ࡣឤㅰࡆ࠿࠾ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

࡛ᚲせ࡞་⸆ရࢆ㈙ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺ 

ࡲ࠸࡚࡭㣗ࢆ㔝⳯ࡓࢀ࡜࡛⏿ࡢࡕ࠺ࡶࡘ࠸

࡚࠼୚ࡣ࡟ࡶ࡝Ꮚࡣ࣮ࣜ࣋ࡸࡇࡢࡁࡢ᳃ࠋࡍ

ࠊࡾ࠶ࡀၥ㢟࡟⭢≦⏥ࠊࡣ㌟⮬⚾ࠋࢇࡏࡲ࠸

 ⑓㝔ࡢࣇ࢚࢟ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ⏝᭹ࢆ๣ࣥࣔࣝ࣍

࡛ᐃᮇ᳨ᰝࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡅཷࢆ஺㏻㈝࠿࠿ࡶ

 ࠖࡍࡲࡾ࠿࠿ࡶ⏝㈝ᰝ᳨ࠊࡋࡍࡲࡾ

 

         

 

    

    

SSSS࣭࣒ࢩ࣐࢟㸦࣭࣒ࢩ࣐࢟㸦࣭࣒ࢩ࣐࢟㸦࣭࣒ࢩ࣐࢟㸦2007200720072007ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ᖺ⏕ࢀࡲ㸧ᖺ⏕ࢀࡲ㸧    

    ᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪᆅ༊ࢳࢪࣟࢼᕞ࣑࣮ࣝࢺࢪ

࢙ࣝࢳ)))) ࢙ࣝࢳࣜ࢖ࣈࣀ ࢙ࣝࢳࣜ࢖ࣈࣀ ࢙ࣝࢳࣜ࢖ࣈࣀ ࣜ࢖ࣈࣀ ཎⓎࡽ࠿⣙ཎⓎࡽ࠿⣙ཎⓎࡽ࠿⣙ཎⓎࡽ࠿⣙     ((((ᮧࡢᮧࡢᮧࡢᮧࡢࣟ࢟ࣟ࢟ࣟ࢟ࣟ࢟70707070

ඛኳᛶ኱⬻Ⓨ㐩㞀ᐖࠋ②ᨥண㜵ࢆ⸆ࡢ᭹⏝ࠋ

་⸆ရࡣ⏝㈝ࡢᖺ㛫 ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࠋࣝࢻ750

ࣜ஦ᨾࡿࡼ࡟⑓Ẽ࡜ㄆᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉゝⴥࢆ

ヰࠊࡎࡏᐷࡃࡼࠋࡾࡁࡓ②ᨥࡀ㉳ࠋࡿࡇẕぶ

ࡣ 1986ᖺ⏕ࠋࢀࡲᩍᖌ࡚ࡋ࡜ാࠊࡀࡓ࠸࡚࠸

⌧ᅾࡣᏊࡢࡶ࡝ୡヰࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋࢆാ࠸࡚࠸

࡚ࡋࢆ௙஦ࡢ௰௓ࡢ㈍኎࣮࣮ࣜ࣋ࣝࣈࠋ࠸࡞

ࡢ࣒ࢩࢡ࣐ࠋࡿ࠸࡛࠸✌ 2ṓᖺୗࡢᘵࡢ೺ᗣ

 ࠋ࠸࡞ࡣၥ㢟࡟
 

ᮧࡢ་ᖌᮧࡢ་ᖌᮧࡢ་ᖌᮧࡢ་ᖌ    ࡢࡇࠕᮧ࡛ࡣ㣗ࡢ≀࡭ᨺᑕ⬟ࡣᇶ

‽್௨ୗࠊࡽ࠿ࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜ㄪࡲ࠸࡚ࢀࡽ࡭

࠿⾜࡛ࡲᕷࢳࣝࣈ࢜ࠊࡽ࡞ࡿ࡭ㄪࡋࡶࠋࢇࡏ

ࡣఫẸ࠺ࡶࠊࡶ࡛ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣᶵᲔ࡜࠸࡞

࢙ࣝࢳࠖࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸࡞࠸࡚ࡋ࡟Ẽࡾࡲ࠶࡞ࡳ

ࣜ࢖ࣈࣀ ஦ᨾᚋࡢࡇ࡟ᮧࡢఫẸࡢ⑓Ẽࡣቑࡲ࠼

ࡣᮧࡢࡇࠕࡣ࡚ࡋᑐ࡟㉁ၥ࠺࠸࡜㸽࠿ࡓࡋ

ඖࠎఫẸࡀᑡࠊࡽ࠿࠸࡞⑓Ẽࡀቑ࠿࡜ࡓ࠼ゝ

 ࠋࡓࡋ࡛࠼⟆࠺࠸࡜ࠖࢇࡏࡲ࠼
 

ᑠඣ⛉་ᑠඣ⛉་ᑠඣ⛉་ᑠඣ⛉་    MMMM࣭࣭࣭࣭ࡢᕷࢳࢪࣟࢼࡢᕷࢳࢪࣟࢼࡢᕷࢳࢪࣟࢼࡢᕷࢳࢪࣟࢼ

ࢆ್⬟యෆᨺᑕࠕ    ࢼ࣮࢚ࣞࢼ࣮࢚ࣞࢼ࣮࢚ࣞࢼ࣮࢚ࣞ

ㄪ࠸ࡓ࡭ேࠊࡣ↓ᩱ᳨࡛ᰝࢆ

ࡉࡤࢀࡅ㧗ࡀ್ࠋࡿࢀࡽࡅཷ

ࡤࢀࡁ࡛ࠋᰝ᳨࡟ࡽ 1ᖺ୍࡟

ᗘࡣㄪࡓ࡭᪉ࡀⰋ࡜࠸ᛮࠋ࠺

ࢼࣟ ࢨ࣮࣎ࡸࢳࢪ ࠊࡣ࡟⏫ࡢࣝ➼

ඛኳᛶࡢ⑓ẼࡢᏊࡀࡶ࡝ከ

ࡢ⭢≦⏥࡞ࢇࡳࡣࡶ࡝Ꮚࠋ࠸

ၥ㢟ࠋࡿ࠶ࡀ኱ேࡸ⫶ࡣ௚ࡢ

⮚ჾ ࡀࢇࡀࡢከࠖ࠸ 

 
 ࣖࢽ࣮ࢤࣇ࢚ ࣒ࢩࢡ࣐
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ⲡ࠸ᗈࠊ㏵୰࠺࠿ྥ࡟ᮧࡢࡇࡽ࠿ࢳࢪࣟࢼ

ཎࢺࣜࣀ࢘ࢥ࡟ ࠋྠࡓࡋ࡟┠ࢆࢀ⩌ࡢ ࢼࣟࡓࡋ⾜

࢚ࣞ་ᖌࡢࢳࢪ ࣝࣈࡃࡋ⨾ࡀ↛⮬ࠊ࡜ࡿࡼ࡟ࢼ࣮

࣮ࣜ࣋ ࢺ࢚ࣅࢯࠊࡣᮧࡢࡇࡘࡶࢆ᳃࡞ᐩ㇏ࡀ࣮

᫬௦ࡣ࡟ಖ㣴ᆅ࢙ࣝࢳࡋ࠿ࡋࠋࡔ࠺ࡑࡓࡗࡔ ࣀ

ࣜ࢖ࣈ ஦ᨾᚋࠊᨺᑕ⥺ởᰁᆅᇦ࢚ࣞࠋࡓࡗ࡞࡜ ࣮

ࣝࣈࠕࠊࡣࢼ ࣮ࣜ࣋ ࠿ࡿ࠶ࢇࡉࡃࡓ࡟࡞ࢇ࡝ࡀ࣮

ぢࠊࡽ࠿࠸ࡓࡏ㌴ࢆᑡࡋ೵࡜ࠖ࠸ࡋ࡯࡚ࡵ㐠

㌿ᡭ࡟ゝࠋࡓࡗ㌴㐨ࡽ࠿᳃࡟ධࣝࣈࠊࡄࡍ࡜ࡿ

࣮ࣜ࣋ ࡋ⾜ྠࠊ࡜ࢼ࣮࢚ࣞࠋࡓ࠸࡚ࡋ⏕⩌ࡀ࣮

ࣝࣈࡢࡑࠊࡣࣇࢵࢱࢫࡢឿၿᅋయࡢࣇ࢚࢟ࡓ ࣮

ࣜ࣋ ởࡣࡇࡇࠕࠊ࡚࠸㦫ࠋࡓࡵጞ࡭㣗࡚ࡗ᥇࣮ࢆ

ᰁᆅ࡛࠺ࡻࡋ㸽ࠖࡑࠊ࡝ࡅࡔ࠺ࡑࠕࠊ࡜ࡃ⪺࡜

࠿ࡿ࠸࡚ࡗ▱࡜ࡔẚ㍑ⓗᏳ඲ࡣࡇࡇࡶ୰࡛ࡢ

ᦤࢆ࣑ࣥࢱࣅ࡟ࢀࡑࠕࠋࢼ࣮࢚ࣞ࡜኱୔ኵࠖࡽ

 ࠋࡓ࠼⟆ࡣዪᛶࡓ᮶ࡽ࠿ࣇ࢚࢟࡜ࠖ࡜࠸࡞ࡽ

 

㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼 

ࢡࣛ࢘ ࢙ࣝࢳࠕឿၿᅋయࡢࢼ࢖ ࣜ࢖ࣈࣀ ࡶ࡝Ꮚࡢ

࢙ࣝࢳࠊࡣᏑࠖ⏕ࡢ ࣜ࢖ࣈࣀ ཎⓎປാ⪅ࡢࡑ࡜ᐙ

᪘ࡀఫࣜࣉࡓ࠸࡛ࢇ ࣆࣕ ࡚ࡗࡼ࡟㑊㞴Ẹࡢᕷࢳ

タ❧ࠋࡓࡋࡲࢀࡉᙜึࠊࡣእᅜࡢࡽ࠿ᨭ᥼≀

㈨ࢆ㑊㞴Ẹ࡟ࡕࡓΏࠊࡾࡓࡋ㑊㞴ẸࡢᏊࡶ࡝

࡚࠸⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟άືࡃ㛤ࢆ໬ᩍᐊᩥࡢࡵࡓࡢ

ࢡࣛ࢘ࠊࡣᅾ⌧ࠋࡓࡋࡲ࠸ Ꮚࡢởᰁᆅᇦࡢࢼ࢖

࢙ࢳࠕࠋࡍࡲ࠸࡚࠸⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟ᨭ᥼ࡢࡕࡓࡶ࡝

ࣜ࢖ࣈࣀࣝ Ꮚࡶ࡝ᇶ㔠ࠖ ࢱࣜ࢖ࠊ௚ࡢ ࣥ࢖࣌ࢫࣖࡸ ࡢ

ឿၿᅋయ࡜༠ຊ㛵ಀࠊࡾ࠶࡟ởᰁᆅᇦࡢᏊ࡝

ࢱࢫࠋࡍࡲ࠸࡚ࡏࡉಖ㣴࡬ᅜࡢࡽࢀࡑࢆࡕࡓࡶ

ࡢࣇࢵ 1ேࠊࡣࢼ࣮ࣜ࢞ࠊඖ࢙ࣝࢳ ࣜ࢖ࣈࣀ ཎⓎ

ປാ⪅࡛ࠊኵࡣ⌧ᅾ࢙ࣝࢳࡶ ࣜ࢖ࣈࣀ ࡛ാ࠸࡚࠸

࢙ࣝࢳ㸦4᪥ࡍࡲ ࣜ࢖ࣈࣀ ࡛ാ3ࠊࡁ᪥ࡢࣇ࢚࢟⮬

Ꮿ࡟ᡠ࠺࠸࡜ࡿ⏕ά㸧ࠋኵࡣ㧗⾑ᅽࠊࡾ࠶ࡀ⸆

 ࠋࡍࡲ࠸࠸࡜࠸࡞ࡏ࠿Ḟࡀ

PPPP࣭ࣇ࢚࢟    ࢼ࣮࣭ࣜ࢞ࢼ࣮࣭ࣜ࢞ࢼ࣮࣭ࣜ࢞ࢼ࣮ࣜ࢞ᕷࣇ࢚࢟ᕷࣇ࢚࢟ᕷࣇ࢚࢟ᕷ㸦㸦㸦㸦ࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࠕࠕࠕࠕ

Ꮚࡢࡶ࡝⏕ᏑࠖࣇࢵࢱࢫᏊࡢࡶ࡝⏕ᏑࠖࣇࢵࢱࢫᏊࡢࡶ࡝⏕ᏑࠖࣇࢵࢱࢫᏊࡢࡶ࡝⏕Ꮡࠖࣇࢵࢱࢫ㸧㸧㸧㸧    

࢙ࣝࢳࡣ⚾ࠕ ࣜ࢖ࣈࣀ ཎⓎ4ྕࡢ⅔࡛ാࡲ࠸࡚࠸

ࠊ࡚ࡋᐃ ࢆỈࡢཎⓎෆࠊ໬Ꮫ࡛ࡣᑓ㛛ࠋࡓࡋ

௒ࠋࡓࡋ௙஦࡛࠺࠸࡜ࠊ࠿ࡿ㏦࡟ࡇ࡝ࢆࢀࡑ

ᛮ࠸ฟࠊࡶ࡚ࡋཎⓎ࡛ࡢ௙஦ࡶ࡚࡜ࡣ⯆࿡῝

ࢀࡽ࡭ㄪࢆᾮ⾑ࡣဨ⫋ࠊ஦ᨾᚋࠋࡍ࡛ࡓࡗ࠿

ࠋࡓࡋࡲࢀࡤ㐠࡬⑓㝔࠸ኻࢆẼࡣ⚾ࠋࡓࡋࡲ

ࡲࡋ࡛ࢇṚ࡞ࢇࡳࡣࡕࡓேࡓࡋࢆ᭚⿕࠸࡝ࡦ

ࡶఱࠕࠊ஦ᨾᚋࡣኵࡢᑓ㛛ࡀ⾡᰾ᢏࠋࡓࡋࡲ࠸

ᚰ㓄ࠊ࠸࡞ఱࡶᛧ࡜ࠖࡔࢇ࠸࡞ࡣ࡜ࡇࡿࡀゝ

࡟㢌࡟࠺ࡩ࡞ࢇࡑ࠺ࡶࠊࡣᙼࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡗ

ࡽ࠿⑓㝔ࡀ⚾ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗࡲࡋ࡚ࢀࡲ㎸ࡁ྇

ᡠ࡛ࡕ࠺࡚ࡗಽ୍ࡣ࠼ࡲ࠾ࠕࠊࡶࡁ࡜ࡓࢀయࠊ

ఱ࡜ࠖࡔࢇࡿ࠸࡚ࡅࡊࡩࢆゝࠋࡍ࡛ࡢࡓࡗᜥ

Ꮚࡶ࡚࡜ࡣලྜࡀᝏ࠸᫬ᮇࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ἞

ᖌ⚏♳ࠊ࡚ࡌಙࡶఱ࡛ࡽ࡞࠺ゝ࡜ࡿࢀࡃ࡚ࡋ

ࡣ⚾ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡓࡗ㢗ࢆே࡞࠺ࡼࡢ

࣍⭢≦⏥ࠋࡓࡋࡲࡅཷࢆ⾡ᡭࡢ⛉፬ே࡜⭢≦⏥

ࣝࣔ ๣ࣥࡀḞࠋࢇࡏࡲࡏ࠿ởᰁᆅࡢேࡣࡕࡓ᳃

ࣜ࣋ࡓࡗ࡜࡛ ࣇ࡛࢚࣮࢟ࢆ ኎ࢆࢀࡑࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ

㈙࡚ࡗ㣗࡞ࢇࡳࠊࡽࡓ࡭యࡢ୰ࢀࡲࡇࡾ࡜࡟

ࢺࣟࢫࠊ࡚ ࡛ࡢࡿࡅ⥆ࡾṧ࡜ࡗࡎ࡚ࢇ࡞࣒࢘ࢳࣥ

࡞ࡶ࡜ࡲ࡜㆑▱࡞࠿☜ࠊࡣ࡟ࡿࡧᘏࡁ⏕ࠋࡍ

㸲ྕ⅔࡛ാࠋࡍᚲせ࡛ࡀࡉ෭㟼ࡾࡲࡘࠊ⤒⚄

㡭ࡢࡶ࡝ᏊࠊࡣᜥᏊࡓࢀࡲ⏕ࡽ࠿⚾ࡓ࠸࡚࠸

⑓ᙅ࡛ࠊ࡝ࢀࡅࡓࡗ࠶ࡣ௒ࡣ་⛉኱Ꮫ࡛Ꮫࢇ

ወ㊧ࡣ࡜ࡇࡓࢀࡃ࡚ࡗ⫱࡛ࡲࡇࡇࠋࡍࡲ࠸࡛

ࡏࡲࡾ࠶࠿ࡋࡿࡍឤㅰ࡟ᵝ⚄ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡔ

ࣃ࣮࢔ࡌྠࠋࢇ ࡞ࢇࡳࡣࡕࡓேࡿ࠸࡛ࢇఫ࡟ࢺ

ࣜࣉ ࣆࣕ ࡢᐙ᪘ࡢ㏆ᡤࠋࡍ㑊㞴Ẹ࡛ࡢࡽ࠿ᕷࢳ

17ṓࡢፉࠊ᭱ࡣࢇࡉ ㏆ⓑ⾑⑓ࢆⓎ⑓ࠋࡓࡋࡲࡋ

୍య࠿࠺ࢁࡔࡢࡃ⥆ࡀ࡜ࡇ࠺࠸࠺ࡇ࡛ࡲࡘ࠸

 ࠖࡍࡲ࠸ᛮ࡜
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里里里里子子子子の家族の家族の家族の家族からからからからの手紙の手紙の手紙の手紙    

甲状腺手術後の若者の死 

 

 

◆ディーマは大学 3年生を終了するところで、

今期末試験期です。面接試験と 4 科目の筆記

試験にはパスして、あと 1 科目残すだけとな

りました。その後は実習がありますが、もう 4

年生に進級したと言えるでしょう。実習の後、

うまくいけば、服を買うくらいの収入を得ら

れる仕事に就けるでしょう。二男ヤロスラフ

は今年、無線工学の大学に入りました。半年

の勉学は大変でした。心臓の病気があり、勉

学は遅れ、2教科は受けられませんでした。通

信教育に移るかもしれません。これが、私た

ちの近況です。感謝と、あなたのご多幸をお

祈りします。（ベラルーシ ゴメリ州カリンコ

ヴィチ市）◆私たちのアーニャを助けてくだ

さっていることに、心よりお礼を申し上げま

す。アーニャはよくあなたのことを思い出し、

あなたの写真をながめています。アーニャは

もうすぐ 5年生になります。6月 15日から、

ミンスク郊外のビレイカにあるサナトリウム

に保養に行きます。ご支援に深く感謝申し上

げます。ほんとうにありがとうございます。

（ベラルーシ ゴメリ州カリンコヴィチ地区） 

 

以前、里親から

支援を受けていたベラルーシの青年ジェーニ

ャ（29 歳）が、10/28 に亡くなりました。ミ

ンスク市に生まれ、子どもの頃甲状腺がんの

手術を受けた彼は、子ども基金の招待でベラ

ルーシのサナトリウム「希望 21」で毎年保養

をしました。その後、大学で経済を学び、ミ

ンスク市内の銀行に勤務。親から独立し、アパ

ートで暮らしながら将来の計画をたてていまし

た。甲状腺ホルモン剤を服用し、定期検査もき

ちんと受けていました。しかし、突然自宅の

玄関で倒れ、亡くなりました。心不全でした。

手術で甲状腺を切除した患者には、人工的な

ホルモン剤が必要です。しかし長期に服用す

ることでさまざまな副作用もあります。心臓

への負担もその一つといわれています。 

ジェーニャが所属していた慈善団体のスタッ

フ「彼がこのように突然亡くなることを、誰も

予想していませんでした。彼自身も、こんな

ふうに突然命が終わるとは思っていなかった

はずです。家族も、彼を知っている私たちも

みんな、悲しみにくれています。なぜこのよ

うなことになってしまったのか。これ以上言

葉が何もありません」 

「希望 21」で一緒に保養をして、その後も

交流を続けていた友人たちも、私たちに知ら

せてきました。「僕たちの友人、ジェーニャが

亡くなりました。もう彼は僕たちと一緒に過

ごすことはありません」（イワン 29 歳）「結婚

して自分の家族をつくる、そのような人生を、

彼は生きることができなかったのです。私た

ちはみんな深い悲しみの中にいます」（ナターシ

ャ  29歳） 

 1998年、初めて「希望 21」を訪れ、子どもたちに

少林寺拳法教室を開いた。ジェーニャは生徒の一人だ

った。その後毎年、「希望 21」で顔を合わせていた。

いつも多くの友人に囲まれていた彼の人懐っこい笑

顔を忘れることはできない。（事務局 佐々木）    

里 親 の ペ ー ジ里 親 の ペ ー ジ里 親 の ペ ー ジ里 親 の ペ ー ジ     
    

里親制度について詳しくお里親制度について詳しくお里親制度について詳しくお里親制度について詳しくお知りになりたい方は事務知りになりたい方は事務知りになりたい方は事務知りになりたい方は事務

局へお問い合わせください。資料をお送りします。局へお問い合わせください。資料をお送りします。局へお問い合わせください。資料をお送りします。局へお問い合わせください。資料をお送りします。 
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    報告会報告会報告会報告会    2012201220122012 年夏年夏年夏年夏    子どもたちの保養子どもたちの保養子どもたちの保養子どもたちの保養    ～～～～チェルノブイリと福島チェルノブイリと福島チェルノブイリと福島チェルノブイリと福島～～～～    

11 月 25 日、JICA 地球広場（東京市ヶ谷）にお

いて「チェルノブイリ子ども基金」「未来の福島

こども基金」により、子どもたちの保養と現状の

報告会を開催しました。都知事選が決まり、衆議

院選もか？というなにかと忙しい最中でもあり、

また、初めての会場でお客さまがいらしてくださ

るか心配しましたが、当日は 40 人の参加者があ

りました。足をお運びくださったみなさま、あり

がとうございました。 

最初に、チェルノブイリの子どもたちの状況を

佐々木真理が報告。次に未来の福島こども基金の

津布久賢三郎が福島の子どもたちの保養の報告

をしました。最後に、昨年の福島原発震災以来、

たびたび開かれている福島での“健康相談会”の

様子を黒部医師が報告しました（12 頁をご覧くだ

さい）。 

  

 参加者アンケートには 16 人の方から回答があ

りました。一部をご紹介します。●大変興味深か

った。チェルノブイリの現在までの影響を考慮し、

福島の子どもたちに早急且つ長期的支援を視野

に入れた行動をされていることを拝見しました。

私もその都度私らしい方法で参加します。子ども

たちが放射能の影響を気にせずに外で友人と遊

ぶことはとても大切だと思います。●保養の重要

性を初めて聞いて、福島の子どもたちに早くさせ

なければいけないと思う。●原発事故被害者の切

り捨ては絶対に許されない。何より子どもたちの

未来とこれから生まれる子どもを守れるのか。●

多くの方々が情報を共有し、被害者の支えになれ

ることを期待します。●保養地をもっと多く、広

く募集して行ってほしい。個人的にも協力したい

人は多い。まず子どもたちを救いたい。●久米島

の現状が聞けてよかった。継続して取り組んでほ

しい。●放射能汚染がこの先何をもたらすのかを、

日本中で議論されず関東以西の人たちが理解し

ていないとも思います。より浸透していくことを

願っていますし、同様の事を考えている団体・組

織との連携で大きな声になると思いました。●ベ

ラルーシ・ウクライナの厳しい様子をお聞きし心

が痛みます。また、福島で避難できずにいる人た

ちの現状を知り、ますます保養の必要性を覚えま

した。出来るところで協力したいと思います。 
 

講演後、福島県いわき市から東京に避難されている

Ｋさんから切実な質問がありました。「昨年の 3・11

直後、放射能が拡散している最中に車で避難した。渋

滞が著しく何時間もかかった間に被曝したと思う。移

動中に2人の子どもたちが鼻血を出したり吐いたりし

た。今も体調がすぐれない。今後の健康が心配、大丈

夫だろうか？」と大変不安な様子でしたので、後日、

事務局でお話を伺うことになりました。翌週、子育て

中のＡさん（ボランティア）にもご参加いただき、Ｋさ

んのお話を伺いました。放射能被曝は環境や体調によ

り、個人差が大きく専門的なアドバイスはできません

でしたが、Ｋさんは悩みを吐き出したことで少しほっ

とされたようです。また、関東も一部では汚染されて

いますから、放射能の心配をされているＡさんと同じ

思いを共有できたことはよかったのではないでしょ

うか。今後も連絡を取り合っていくことにしました。 
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今年 7 月、沖縄県の久米島町に東京電力福島

第一原発事故で被災した子どものための保養所

「沖縄・球美の里」が開設しました。球美の里の

目的は子どもを被ばく被害から守ることです。毎

月 1回約 2週間の日程で 50名前後の母子を受け

入れており、11 月には第 6回目の保養を行いま

した。チェルノブイリ子ども基金の姉妹団体であ

る未来の福島こども基金も特別後援団体として

DAYS 被災児童支援募金とともに球美の里の保

養費を支援しています。 

いま福島を中心に放射能汚染による子どもの

被ばく被害が懸念されています。福島県の行う県

民健康管理調査の結果によると、今年 8 月末時

点で調査を終えたおよそ8万人の子どものうち1

人から甲状腺がんが見つかりました。また同じく

調査を終えた福島市の子どもおよそ 4 万人のう

ち 43％に甲状腺のう胞が見つかっています。従

来、小児甲状腺がんが 100 万人に 1 人の割合で

発症すると言われるほど稀な病気であること、ま

たのう胞が通常 10歳前後の子どもではその 1％

程度にしか見つからないものであることを考え

合わせると、この調査結果からは放射能によって

子どもの甲状腺に異変が生じている可能性が疑

われます。また甲状腺の問題以外にも被ばくの影

響とみられる様々な健康問題を耳にしています。 

加えて、被災地では放射能の問題から二次的な

健康被害も生まれています。それは放射能の影響

で屋外活動が制限されたために、子どもたちの体

力低下が起きていることです。例えば、郡山市の

公立保育園では屋外活動の時間が 0～2歳の子ど

もで 1日 15分、3～6歳の子どもで 1日 20分と

制限されています。また郡山市の公立小中学校で

は昨年の 5 月から今年の 3 月にかけて屋外活動

が 1 日 3 時間までと制限されていました。その

結果、例年にくらべて鉄棒で逆上がりの出来ない

子どもや 50メートル走を走りきれない子どもが

目立つという報告があります。3時間ルールは今

年の 4 月に解除されましたが、それにより子ど

もの外部被ばく線量が増えたという指摘もなさ

れています。被ばく被害を防ごうとして体力の低

下が起こり、体力低下を防ごうとすると今度は被

ばくが増えるというジレンマを抱えた難しい状

況があります。 

このような状況を脱するひとつの道として保

養への参加があります。実際、球美の里にはその

ような困難を抱える母親とその子どもたちが参

加しています。球美の里に参加した子どもの中に

は、期間中にはじめて逆上がりができるようにな

ったり、自転車に乗れるようになったりした子ど

もたちがいます。また小さい子どものなかには海

で泳ぐのが初めてという子もいます。外で走りま

わったり、海で泳いだり、原発事故前に当り前に

できたことが今は放射能のためにできなくなり、

それが子どもの成長の機会を奪っているのです。 

被災地に暮らす子どものうち保養に参加して

いるのはまだごく一部にすぎません。参加を希望

しているけれど母親が仕事を休めず、付き添いの

必要な小さな子どもを保養に出せないという家

庭や、そもそも子どもの保養の必要性を認めない

家庭もあります。子どもを取り巻く環境の違いに

よって、何度も保養に参加できる子どもがいる一

方で、一度も参加できない子どもがいるという保

養格差の問題も現れています。球美の里では来年

度から福島県の自治体と協力して学校単位で保

養を受け入れる移動教室の試みを模索していま

す。それが家庭の事情にかかわらず保養を必要と

するすべての子どもたちの参加へとつながり、保

「「「「沖縄・球美の里」沖縄・球美の里」沖縄・球美の里」沖縄・球美の里」子どもたちの保養子どもたちの保養子どもたちの保養子どもたちの保養    
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養格差の解消につながることを願っています。 

子どもを被ばくから守るのに今からでは遅す

ぎるということはありません。未来の福島こども

基金は今後もチェルノブイリの経験から学びつ

つ、将来起こりうる子どもの被ばく被害を未然に

防ぐためにできるだけのことをしていきます。 

「未来の福島こども基金」世話人 津布久賢三郎 

（※この原稿はニュース用に書き直しましたので、実
際の報告とは少し異なりますことをご了解ください。） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
「沖縄・球美の里」に参加したお母さんの声をご紹介

します。（第６回目の保養は 11/7～11/22 までの 16

日間にわたって行われ、 赤ちゃん 3 名を含む子ども

25 名と大人 8 名の計 33 名が参加しました。） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第 6回沖縄・球美の里保養プロジェクトに参加

させていただきありがとうございます。球美の里

を立ち上げてくださった方々、ご支援いただいて

いる関係者全ての皆様に心から感謝しておりま

す。心身ともに元気になり、素晴らしさを実感し

ました。閉ざしていた心がだんだんと開いていく

ようでした。球美の里はパワースポットでした。

皆様からの沢山の愛を受け取らせていただき、私

たちは恵まれていることに気がつくことが出来

ました。福島県では 18 歳以下の医療費が無料に

なったり、病院や、入院施設の整備が進められて

います。そんなことよりも、発病の予防を考える

球美の里のような施設が、子どもたちの健康を守

る為に必要であると確信しました。 

原発事故以来、拭いきれない不安の中で生活を

しています。昨年は、子どもたちも体調を崩すこ

とが多く、最近では長男が胸を痛がっていました。

低線量長期被爆が子どもの健康に与える影響が

気がかりで、汚染地域から離れ、免疫力を回復さ

せたいという思いで参加させていただきました。 

久米島空港に着いた瞬間から暖かな気候、青い

空、美しい海に癒され、心が安心しました。ボラ

ンティアスタッフさんたちの顔を見た時、(なん

ていい顔をしているんだ)と驚きました。素晴ら

しい方たちが集まって、本当に良くしていただき

ました。球美の里での生活は、地元のお母さんた

ちが愛情のこもったおいしい食事を作って下さ

り、元気になっていくのを感じました。子どもた

ちは外で思いきり遊び、石や葉っぱを拾いながら

散歩したり、芝生を裸足で走ったり、洗濯物を気

持ちよく外に干せたり、綺麗な空気、大地、水の

有難さを今まで以上に感じました。子どもたちが

笑顔で遊ぶ姿を見るのがうれしくて、幸せな時間

を過ごしました。 

理事長の広河隆一さんの、経験に基づいたお話

は、まさに真実で心に響きました。〔子どもを守

ろう〕という力強さに感動しました。真実を見つ

めること、真実を受け止めることが大切なんだと

感じました。 

滞在中に受けさせていただいた甲状腺検査で

は、最初に私が「きれいです。良かったね」と言

われ、次に 6歳と 3歳の息子たちには「のう胞が

多数あり」という診断でした。やはり釈然としな

い思いがあり、現実の厳しさを痛感しています。

次男に「ぼくはもうすぐ死ぬの？」と聞かれまし

た。甲状腺だけの問題ではなく、様々な健康被害

が懸念されます。 

出来れば福島を離れたいのですが、夫は祖父か

ら受け継いだ仕事をやめる気持ちはなく、避難す

るとなると母子だけとなり、家族がばらばらにな

ってしまうことに葛藤があり、実行出来ずにいま

す。心の中では福島県に住み続けて大丈夫なの

か？という思いがあります。 

現在では球美の里が第二の故郷の様に感じて

います。久米島の方々の思いやり、受け入れて下

さる心にも感謝しています。とても素晴らしい所

でしたので、多くの福島の子どもたちが球美の里

を訪れて元気になって欲しいと望んでいます。理

想としては半年に一度くらい訪れ、健康を維持出

来るようにしたいです。 

今後とも多くの皆様の継続的なご支援を必要

としています。どうかご協力お願い致します。私

も自分の出来る支援金集めを始めたいと思いま

す。そして子どもたちの明るい未来をあきらめる

ことなく想像して創造していきたいです。 

（阿部重実 福島県いわき市） 
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販 売 品 の ご 案 内  
収 益 は 子 ど も た ち の 支 援 に ！  

 

   

おかげさまで、2012 年度カレンダーは完売いたしました。みなさまのご協力に感謝いたします。 

事務局では他にも下記の品物を販売しています。クリスマスや新年のプレゼントなどにもご利用

下さい。 

ポストカード 

「いのちの輝き」 6 枚組 広河隆一写真 

500 円 10 セット以上 1割引き 

 

書 籍 

★『ニーナ先生と子どもたち』1,300 円 

広河隆一著・写真（小学館）“日本語版”  

チェルノブイリ事故により放射線汚染地域とな

った学校のニーナ先生、病気の子どもたち、

自然界の異変、人が住めなくなった村など、

被災地の様子を、写真を通して伝えています。 
 
 

★ 『 生 き て い た い ！ 』（ 在 庫 僅 か ）  

1,600 円 チェ

ルノブイリ子 ど

も 基 金 編 （ 小

学館）チェルノブ

イリ事故当時、被

害にあった子ど

もたちが描いた

絵と詩。この本の中の絵は、2013 年カレンダ

ーに使われています。 

★「写真記録 チェルノブイリ消えた 458 の村』

8,000 円 広河隆一著（日本図書センター）

放射能汚染により人の住むことができなくな

ってしまった村々の貴重な写真記録集。 

ＣＤ 

★CD「消えた故郷・生命の輝き２」ナターシャ・

グジー（子ども基金  制作）2,000 円 

チェルノブイリ15周年救援 CD アルバム 

★CD「セルツェ」ナターシャ・グジー（音楽セン

ター）2,500 円 
 

マトリョーシカの小物 

★マグネット：縦 6cmx 横 4 ㎝ 

★キーホルダー：縦 4.5cmx 横 2.7 ㎝(人形本

体の大きさ) 

各１個 500 円。色・柄はお任せください。 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 

【ご注文方法】①住所 ②電話番号 ③氏名 

④希望品名と数量を明記の上、郵便・FAX・ 

E メールでお申し込みください。子ども基金の

ホームページからもお申し込みいただけます。 

【お支払い方法】 

振込用紙を同封しますので、品物が届きまし

たらお振込みください。小額の場合には切手

でのお支払いも可能です（封筒に金額分の切

手を入れてお送りください）。※別途送料がか

かります。（物販情報は子ども基金のホームペー

ジ“最新情報欄”にも一部写真入りで紹介してい

ます。） 
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ู࡜཭㐩ࡢ⏕㧗ᰯࠊ୰Ꮫࠊᇳ☜ࡢ࡜ぶࡿࢃࡔࡇ࡟

ゝࢆ࡜ࡇࡢ࡝࡞್‽ᇶࡢᗞᰯࡸ㣗⤥ࠊ᎘ࡣࡢࡿࢀ

ࡳᝎࠋ࡝࡞࡜ࡇࡿࢀࡽぢ࡛║࠸ⓑࡽ࠿ࡾ࿘ࠊ࡜࠺

࢘࢝⌮ᚰ࡟➨ḟ࡚ࡋࡑࠋࡍ࡛ࡢࡓࡗ࡞࡟ሙࡃ⪺ࢆ

ࡗ࡞ࡃ࡞ᚓࢆࡿࡊࡽࢃಀࡀ࡛ࡲᘚㆤኈࡸ࣮ࣛࢭࣥ

ࠊ࡚ࡵࡽࡁ࠶ࡣேࡢࡃከࠊࡣ௒࡚ࡋࡑࠋࡍ࡛ࡢࡓ

㑊㞴࡛࠸࡞ࡁ⌧ᐇࡢ୰࡛ࠊఱࡶឤ࠸࡞ࡌᨺᑕ⥺ࡢ

኱୔ࡽ࠿࠸పࡣởᰁࠕ࠺ゝࡢ┴ࡸᨻᗓࠊࢆ࡜ࡇ

ኵࠖ࠺࠸࡜ᐉఏ࡟஌ࢆࡿࡊࡽᚓࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞

ᇶᮏㄪᰝࠖࠕࡓࡋ࡟㇟ᑐࢆ඲┴Ẹࡀ┴ᓥ⚟ࠋࡍ࡛

ᅾ࡛⌧ࠊࡃప࡜2012ᖺ3᭶࡛21.8㸣ࡣ⋠ᅇ཰ࡢ

㑊ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃゝ࡜40㹼50㸣ࡣ⪅㑊㞴ᕼᮃࡶ

㞴࠺࠸࡜ゝⴥࡶ⛣ఫ࠺࠸࡜ゝⴥࠊࡾࢃ᭰࡟୙Ᏻࢆ

ᣢࠊࡶࡽࡀ࡞ࡕ⮬ຊ࡛࡟ࡎࡁ࡛ࡶ࡜ࡇࡿࡍ࠺࡝ࡣ

ᬽࠋࡍ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋࡽ 

㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸨㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻 

㛤ጞࢆᰝ᳨ࡢ⭢≦⏥ࡢࡶ࡝Ꮚࡢ18ṓ௨ୗࡣ┴

ࡋࡲࡾ࠿ࡘぢࡀࢇࡀ⭢≦⏥௒ᖺ୍ேࠊࡀࡓࡋࡲࡋ

ࡍࡲ࠸࡚ࡗゝ࡜࠸࡞㛵ಀࡣ࡜஦ᨾࡣ་኱❧┴ࠋࡓ

ࢇࡔࡽ࠿ࢀࡇࠊࡣࡽ࠿㦂⤒ࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࠊࡀ

ࡋࡑࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡃ⾜࡚࠼ቑࡀࡶ࡝Ꮚࡿ࠿ࡘぢࢇࡔ

ࡲࢀࡉㄆᐃ࡜࠸ࡏࡢ஦ᨾࠊࡾ㝈࠸࡞࠼ቑ࡝࡯ࡼ࡚

⤒ࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࡶ‽ᇶࡢᙉไ㑊㞴ᆅᇦࠋࢇࡏ

㦂ࠊࡎࡀ⥅ࡅཷࢆᮍ࡟ࡔᖺ㛫20ࢺ࣮ࣝ࣋ࢩ࣑ࣜ

⥺ᨺᑕࡸ㑊㞴່࿌ᆅᇦࠊࡣ࡛ࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࠊ࡛

⟶⌮ᆅᇦࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ᡤࠊࢆ⚟ᓥ┴ࡿࡵࡣ࡚࠶࡟

ᅜ㝿ࠋ࠿࠺ࡻࡋ࡛࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞࡟2఩ࡢ3ศ࡜

ⓗࡣ࡟ᮾி࡛ࡲởᰁ࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡉᛮࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ

༓ⴥࠊᮾி୍ࡢ㒊ࡣởᰁࢀࡑࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ⌧ᐇ 

 

 ࢳࢵࣂ♟⎰ࡢ࡛ࢡࢵࣆࣥࣜ࢜ࠋࡍ࡛

஦௳ࡣሗ㐨ࠊࡀࢇࡏࡲ࠸࡚ࢀࡉᅜ㝿ⓗࡣ࡟බ↛໬

⏣㔝ࢆࢳࢵࣂࡓࡗసࡽ࠿♟⎰ࡢ㝣୕ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

ࣥࣜ࢜ࠊࡋΏ࡟඲ဨ࡟᫬ࡢኊ⾜఍ࡢ㑅ᡭᅋࡀ⌮⥲

᪥ࠊࡾุࡀ࡜ࡇࡓࡋ㐍⾜࡚ࡅࡘ࡟ධሙᘧࡢࢡࢵࣆ

ᮏࡢ㑅ᡭᅋ୍ࡅࡔ࿘࡛ฟࠋࡍ࡛ࡢࡓࡗࡲࡋ࡚ࢀࡉ

ྛᅜࡢ࢕ࢸࣜࣖ࢖ࣟࡢேࡢࠎ๓ࢆ㏻㐣࡞ࢀࡽࡏࡉ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡓࡗ࠿

㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸨㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻㸸㸻 

࡜ࢇ࡞ࢆࡕࡓே࠸࡞ࡁ㑊㞴࡛ࡶ࡚ࡋ࠺࡝ࠊࡣ⚾ 

 ࠋࡓࡋࡲ᮶࡚ࡗ㡹ᙇ࡜࠺ࡼࡋᨭ᥼࠿

ࡢ㣗ရࡣࡎඛࠊࡾసࢆᇶ㔠ࠖࡶ࡝ࡇᓥ⚟ࡢᮍ᮶ࠕ

ᨺᑕ⬟ࢆ ᐃࡿࡍᕷẸᨺᑕ⬟ ᐃᡤ࡟ ᐃჾࢆ㉗

࿊ࠊࡆୖࡕ❧ࠊࡋḟࡢࡑ࡛࠸ෆ࠿2ࡢᡤ࡟ෆ㒊⿕

ࡋ࿊㉗ࢆ࣮ࢱࣥ࢘࢝࢕ࢹ࣮࣎ࣝ࣍ࡿࡍᐃ ࢆࡃࡤ

㛤タࡢᆅ࡛ྛࡢᕷẸᨺᑕ⬟ ᐃᡤࡀࢀࡑࠋࡓࡋࡲ

ࢹ࣮࣎ࣝ࣍ࡸᐃᡤ ࡢ┴ࠊᚓ࡚ࢆ᥼ຓࡢࡽ࠿ᅜ࡜

ඛ㥑ⓗᙺࡢࡑࠋࡓࡋࡲࡁᑟ࡟ᑟධࡢ࣮ࢱࣥ࢘࢝࢕

๭ࠊࡾࢃ⤊ࡣḟ࡟ጞࠊࡀࡢࡓࡵᜏᖖⓗ࡞ಖ㣴᪋タ

㦂⤒ࡢᨭ᥼ࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳࡶࢀࡇࠋࡓࡋᘓタ࡛ࡢ

 DAYSࠗࡢ㞟㛗⦆ࡀࢇࡉᗈἙ㝯୍ࠊࡋ࠿⏕ࢆ

JAPAN࠘ࡢ࡜ඹྠ࡛ィ⏬ࠋࡓࡋࡲࡋ 

ࡢಖ㣴࡛20 㸣ࡢ᪥㛫 24ࠊ㦂࡛⤒ࡢࢩ࣮ࣝࣛ࣋

ෆ㒊⿕ࡀ࣒࢘ࢩࢭࡢࡃࡤῶᑡ࠸࡚ࡗุࡀ࡜ࡇࡿࡍ

ࡢ࠸ࡓࡏࡉ࡟ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢᓥ⚟ࢆಖ㣴ࡢࡇࠋࡍࡲ

࠸࡚ࡋ⌧㔛࡛ࠖᐇࡢ⨾⌫࣭⦕Ἀࠕ௒ࡀࢀࡑࠋࡍ࡛

ࡓࡋࡃࡁ኱ࠊࡃࡉᑠࡔࡲࡔࡲࡶ᪋タࡶつᶍࠋࡍࡲ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ㢗࡟ເ㔠ࡶ㐠Ⴀࡢ࡛≦⌧ࠊࡀࡍ࡛ࡢ࠸

㐠Ⴀࡶ࡛ࡅࡔ኱ኚ࡛ࡈࡶ࡛࠿ࡎࢃ࠿࠺࡝ࠋࡍᨭ᥼

ࡶ࡝Ꮚ࠸࡞ࡁ࡛ࡶ࡚ࡃࡓࡋ㑊㞴ࠋࡍࡲࡋ࠸㢪࠾ࢆ

 ࠋ࡟ࡵࡓࡢࡕࡓ

㯮㒊ಙ୍㸸ࢁࡋࡎࡍデ⒪ᡤᡤ㛗 ᑠඣ⛉་ᖌ 

㯮㒊ಙ୍ࢢࣟࣈࡢし下下た://ずつ三oけご-上しじn.no-けせoざ.すた/ 

䢢

䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢬䢢

2011ᖺࠊࡣ✏ཎࡢࡇ 11᭶ 25᪥ࡓࢀࢃ⾜࡟ሗ࿌఍

࡜ࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳಖ㣴㹼ࡢࡕࡓࡶ࡝2012ᖺኟ Ꮚࠕ

⚟ᓥࠖ㸦8㡫ࡈཧ↷࠸ࡉࡔࡃ㸧ࡢ୰࡛ࠊ㯮㒊ࡀࢇࡉ

 ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡵ࡜ࡲ࡟ᮏேࡈࢆ࡜ࡇࢀࡉࡋヰ࠾
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2012年10月6(土)～8日(月)、さらに、11月

23(金)～25日(日)にかけて南相馬市に行き、住民

の方による環境放射線量モニタリングプロジェク

トに参加いたしました。東京の世話人の呼びかけ

に20～30人ほどが集まり、その約半数は、新宿

からレンタカーにて、現地まで行きました。東京、

神奈川、千葉、遠くは奈良、山形からの参加もあ

りました。 

宿泊場所は「岩屋寺（がんおくじ）」というお

寺で、無料で泊めていただきました。往路、二本

松で食事をした時は、0.5μｓｖ/ｈを超えていて、

千葉県いすみ市（私の居住地)の10倍は軽く超え

ていることを身を持って実感しました。子どもた

ちも住んでいましたし、妊婦さんも歩いていまし

た。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

南相馬市のモニタリングでは、私は山の中の観

測を割り当てられ、地元の方と、山を登りました。

放射能さえなければ、素晴らしいトレッキングで、

木漏れ日にうっとりしましたが、流石に深呼吸を

する気にはなれませんでしたし、疲れたからと言

って、腰を下ろす気にもなれませんでした。一番

低くて0.4μsv/h、山の麓が1μsv/h、上に行くに

したがって線量は上がり最高2μsv/hを超えまし

た。動物の姿はなく、5時間あまりの計測で目に

した動物は蛇1匹でした。 

時折ホットスポットなのか、3μsv/hとか5μ

sv/hになり、カウンターが鳴り響きました。主

な計測器は日立アロカです。そのほかにも参加者

個人が持ち込んだ機器がいろいろとありました。

一様に、機器は鳴り響いていました。私が持参し

たのは、事故直後ネットで購入した中国製ですが

2.5μsv/h以上になると、警告音が鳴るように設

定していましたが何度か鳴ったので、びっくりし

ました。その時は、4μsv/hになっていました。 

 

 

 

2回目のモニタリングでは、さらに線量の高いと

ころを経験しました。ダムから少し入ったところ

の山の斜面下の道路で、緩やかにカーブを描いて 

いる地点です。そこは、吹き溜まりになるところ

で地元の方の観測では、最高300μsv/hと聞き、

全身に鳥肌が立ちました。実際私たちが測った時

でさえ、軽く200μsv/hを超えていたのです。そ

のような超ホットスポットは、近くに散在してい

る可能性があります。カウンターのアラームは終

始鳴りっ放し状態でした。山の向こうは浪江町赤

宇木地区、事故直後高放射線量の中、何も知らさ

れなかった方たちが避難していたところです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

12月2日(日)、最高1.55μsv/hという放射線

量の中、「野馬追いの里健康マラソン」が開催さ

れると聞いて、「ふくいち周辺環境放射線量モニ

タリングプロジェクト」は、桜井市長以下南相馬

市役所全ての部署、野馬追いの里健康マラソン実 

行委員会、テレビ・ラジオ・新聞などマスメディ

ア、共催・特別支援企業などに観測結果を添えて、

その危険性を知らせました。ところが、2500人

もの人々が一同に走り、埃等を巻き上げ、確実に

被曝をもたらすマラソンは強行されました。幼い

子どもたちも走ったのです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

私は引き続きこのプロジェクトに参加していく

つもりです。このプロジェクトの名称・世話人代

表は、以下のとおりです。 

 

「ふくいち周辺環境放射線量モニタリングプロジェ

クト」世話人代表 満田正 td5ai3@bma.biglobe.ne.jp   

 

(報告：千葉県いすみ市 小林優子) 
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ࡢ࣓ࡽ࠿ࡲࡉ࡞ࡳḷኌ 㹼ࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳ ࢭ࣮ࢵ   㹼ࢪ

 

㸺ྠᚿ♫ᑠᏛᰯ 5 ᖺ⏕ ཎᏊຊⓎ㟁࡚࠸ࡘ࡟

ㅮࡀឤ᝿㸦⌮஦࣭ᑠᑎࡢ࡚ࡅཷࢆᤵᴗู≉ࡢ

 㸧㸼ࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ₇

ࡣ⚾࡜࠸࠸ࡶ࡚ࡃ࡞࡚ࡗ࡜࡟ே㢮ࡣ⬟ᨺᑕی

ᛮࡽ࠿ࢀࡇࡣ⚾ࠋࡓࡋࡲ࠸ཎⓎࢆ᪂ࡃࡋసࡿ

࠸࡚ࡏࡉື✌ࠊ௒ࢆཎⓎࠊࡋࡔ཯ᑐࡶ࡟࡜ࡇ

㢼ࡣࡽ࠿ࢀࡇࠊࡽ࠿ࡔࠋࡍ཯ᑐ࡛ࡶ࡟࡜ࡇࡿ

ຊⓎ㟁ࡸⅆຊⓎ㟁ࡢ᫬௦ࠋࡍ࡛࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ࡟

࠸࡞ࡷࡌࡅࢃࡓࡗసࢆ⬟ᨺᑕࡀୡ௦ࡢࡽ൅ی

ࡤࢀࡅ࡞ࢃ࠶࡟ᐖ⿕ࡐ࡞ࡀୡ௦ࡢࡽ൅ࠊ࡟ࡢ

ࡗゝ࠿࡜ཎⓎ⬺ࡣேࡢᨻ἞ᐙࠋ࠿ࡢ࠸࡞ࡅ࠸

ࡗᛮ࡜௚ே஦ࠋ࠸࡞࠸࡛ࢇ㐍ࡶఱࠊ࡝ࡅࡿ࡚

ཎⓎࠖ⬺ࠕ࡟ᮏᙜࠋ࠸࡞࠼ࡳ࠿ࡋ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚

ࠊ࡚ࡃ࡞ࡷࡌሙ❧ࡢศ⮬ࠊࡽ࡞ࡢࡿ࠸࡚ࡗᛮ࡜

⌮ฎࡢᮍ᮶࡛ཎᏊຊیࠋ࠸ࡋ࡯࡚࠼⪄࡛ࢳ࢞

Ꮚࠊࡋᑡ࠺ࡶࠋࡍ㐩࡛ࡶ࡝Ꮚࡢ௒ࡣࡢࡿࡍࢆ

ពࡀࡶ࡝Ꮚࠋࡍ࡛࠸ࡋ࡯࡚࠼⪄ࡶ࡜ࡇࡢࡶ࡝

ぢ࠿ࡿࡁ⏕ࠊࢆṚࡢ࠿ࡠ኱ษ࡞ពぢࢆゝ࡚ࡗ

ᮏࡣࡢ࠸࡞ࡋᑐᛂ࡜ࢇࡷࡕ࡟ࢀࡑࠊ࡟ࡢࡿ࠸

ᙜ࡜ࡔ࡜ࡇ࠸࡝ࡦ࡟ᛮࠋࡍࡲ࠸᪥ᮏ࠸ࢁ࠸ࡣ

ࡢ࡞ࢀࡑࠋࡍ࡛ࡎࡣࡿࢀసࡣ᪉ἲ࡛㟁Ẽ࡞ࢁ

኱ே㐩㸦ᨻᗓ㸧ࢆࢀࡑࠋ࠿ࡢ࠸࡞ࡽసࡐ࡞࡟

ᾏࡽ࠿ࡔᆅ㟈኱ᅜࡣ᪥ᮏیࠋࡍ࡛࠸ࡓࡁ⪺࡟

ࡗ࠿ࢃࡶࡢࡿ᮶ࡀὠἼࡾࡇ㉳ࡀᆅ㟈ࠊ୰࡛ࡢ

ࡗ࠿࡞ࡵㄞࢆᮍ᮶࡜࠺࠸ゝ࡛࡜ࡦࠋࡔࡎࡣࡓ

㛵ಀࡣࡶ࡝Ꮚࡣ኱ேࠋ࠺ᛮ࡜ࡔࡉ⏑ࡢ᪥ᮏࡓ

ࡶ࡝Ꮚࡣḟࠊࡶ࡛ࠋ࠺ᛮ࡜ࡿ࠸࡚ࡗᛮ࡜࠸࡞

ࡋ࡯࡚ࡗసࢆཎⓎ࡚࠼⪄ࡶᮍ᮶ࡽ࠿ࡔୡ௦ࡢ

ࡗ࠶ࡶ࡟⤮ࡢᏊࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳیࠋࡓࡗ࠿

࡚࠸ࡸࡀ࠿ගࠊࡣ๓ࡍࡇ㉳ࢆ஦ᨾࠊ࡟࠺ࡼࡓ

ࡗ࡞࡛▐୍࡟⏺ୡ࠸ᬯࡿࡩࡢ㞵ࠊࡀ⏺ୡࡓ࠸

࡞࠺ࢁࡔࢇ࡞ࢡࢵࣙࢩ࠸ࡽࡃࢀࡑࠋࡍࡲࡋ࡚

ࡿࡍ೵Ṇ࡚࡭ࡍࡀ2030ᖺཎⓎࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮ࡜

࡚ࡋࡑࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸㐜ࠊ࡝ࡅࡿ࠸࡚ࡗ࠸࡜

ࡳࠊⓎ㟁࡛࡞Ᏻ඲ࡓࡋ࡜ࢇࡷࡕࠊࡣࡽ࠿ࢀࡇ

ࡲ࠸ᛮ࡜࠸ࡓࡋ࡟࠺ࡼࡿࡏࡽᬽ࡟Ᏻ඲ࡀ࡞ࢇ

ࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡛ࢇఫ࡟ᓥ⚟ࡀࢇࡷࡕ࠶ࡤ࠾یࠋࡍ

࠸㢪࡟࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞࡟࠺ࡼࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳ

ࢿࣃ࣮࣮ࣛࢯࠊࡃ࡞ࡣཎⓎ࡛ࠊ࡚ࡋࡑࠋ࠸ࡓ

 ࠋࡓࡗᛮ࡜࠸࠸ࡽࡓࢀ࠸ࡾ࡜ࢆࣝ

 

 

 

 

㸺࣮ࢲࣥࣞ࢝㉎ධ⪅ࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ࠿㸼 

 ࡓࡶ࡝Ꮚࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡛ࢇࡍ࡟┴㞄ࡢ┴ᓥ⚟ی

 ࡶ࡛ࡋᑡࠋࡓࡋ࡛ࡾ࠿ࡀẼࡶࡘ࠸ࡣ࡜ࡇࡢࡕ

ເ㔠ࡀᏊ࠾ࡢࡕࡓࡶ࡝ᙺ࡜ࡤࢀ࡚❧࡟ᛮࡲ࠸

ࢳࠊࡃ⥆ࡶ࡛ࡲࡘ࠸ی㸧ࢇࡉ㸦ᰣᮌ┴ 㹑ࠋࡍ

ࢇࡋⱞࠊࡾࡼ࡟ᙳ㡪ࡢཎⓎ஦ᨾࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝ

㸧ࢇࡉ㸦ᇸ⋢┴ 㹗ࠋ࡟ࡵࡓࡢ㐩ࡶ࡝Ꮚࡿ࠸࡛

ࡇࡿࡍࣉࢵࢺࢫୡ⏺୰࡛ࡀࣝࢡ࢖ࢧ᰾⇞ᩱی

ی㸧ࢇࡉ㸦ᮾி㒔 㹒ࠋࡍ࡛⪅ࡿࡎᛕࡃᙉࢆ࡜

㔜ࡀࡶ࡝Ꮚࡢᓥ⚟࡜ࡶ࡝Ꮚࡢࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳ

ࠋࡓࡋ࡛ྕࡔࢇㄞ࡟๢┿࡟௨ୖࡶࡘ࠸ࠊࡾ࡞

㸦ᒱ㜧┴ 㹆ࠋࡍ࡛࠸ࡓࡕ❧࡟ᙺ࠾ࡶ࡛ࡋࡇࡍ

Ⰽ࠸ࡿ᫂ࡣ⤮ࡢ࣮ࢲࣥࣞ࢝ࡢ2013ᖺی㸧ࢇࡉ

ᙬࡀࡢࡶࡢከ࡜࠸ឤࠋࡓࡋࡲࢀࡽࡌ෗┿ࡢᏊ

ࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠋࡍ࡛࠿ࡸ✜ࡶ᝟⾲ࡢࡕࡓࡶ࡝

ᚰ࡟ᕼᮃࢆᣢࠊࡕ➗㢦ࡿࢀ࡞࡟᫬㛫ࡉࡃࡓࡀ

㸦ឡ▱┴ 㹑ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ㢪ࢆ࡜ࡇࡿᣢ࡚ࢇ

ࡘ୍⌫ᆅࠊ࡜ࡘᣢࡆᤝࢆ࣮ࢲࣥࣞ࢝ی㸧ࢇࡉ

ศࡢ㔜ࢆࡉឤࡿࡳࢆ⚾ࠋࡓࡋࡲࡌᏊࡕࡓࡶ࡝

ࠊࡳࡋᝒ࠸῝ࡢ඲ே㢮ࠊ࡟࠿࡞ࡢࡋࡊ࡞ࡲࡢ

⤯ᮃࠊⱞࠊࡳࡋ኱ே♫఍࡟ᑐࡿࡍᚓయࢀ▱ࡢ

࡜ࡦࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿྲྀࡌឤࢆ୙ಙឤ࠸࡞

↓࡚ࡀࡸࠋࡍࡲࡌឤࢆ௵㈐ࡢ࡚ࡋ࡜኱ேࡢࡾ

ຊឤ࡟ⱔ᭱ࠋࡍࡲࢀࡲᚋࢇࡉࡃࡓࡣ࡟ࢪ࣮࣌

ࡻࡋᅉᯝ࡛ࡢఱࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ㢦➗ࡢࡶ࡝Ꮚࡢ

ቃୗ⎔࡞㐣㓞࠸࡞ࡢࢀࢃ࠸ࠊ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋ࠺

ࡿ᪼ࡽ࠿ᙼ᪉ࡢ⥺ᆅᖹࠊࡽࡀ࡞࠸࡚ࢀ࠿⨨࡟

᪫ࡢࡑࠊ࡟࠺ࡼࡢ➗㢦ࡢ୰ࡿࡍ࡜࠺ࡼࡁ⏕࡟

ຊࢆឤࠊࡣࢀࡑࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿྲྀࡌぢࡿ

ேࡿࡁ⏕࡟ຬẼࢆ୚ࡿࢀࡃ࡚࠼➗㢦࡛ࠋࡍ⏕

࠿ୡࡢࡇࢆཎⓎ࣭᰾රჾࠊࡣ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡁ

࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࡜ࢆ㐍㊰࡟᪉ྥࡃࡺ࡚ࡋࡃ࡞ࡽ

ی㸧ࢇࡉ㸦ᮾி㒔 Kࠋࡍࡲࡁࡺ࡚ࡗࡀ࡞ࡘ࡟

࡛ࡀ㐩⚾࡟ࡵࡓ࠸࡞ࢀࡉ㢼໬ࡀ஦ᨾࡢࡽࢀࡇ

ࡗᛮ࡜࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠿⾜࡚ࡅ⥆ࢆ஦ࡿࡁ

࡞ࡁ኱ࡾࡲ㞟ࡀᚰ࠸࠿ ࡢୡ⏺୰ࠋࡍࡲ࠸࡚

ᨭ᥼࠺ࡼࡿ࡞࡟㢪ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ㸦㟼ᒸ┴ Yࡉ

࠸࡞ࡅ࠸ࡣ࡚ࢀᛀی㸧ࢇ 2 㛗ࡢẼࠊ஦ᐇࡢࡘ

ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸㈶ྠࡾࡼᚰࠋࡡࡍᚲせ࡛ࡀᨭ᥼࠸

㸦රᗜ┴ Sࢇࡉ㸧ی᪥ᮏ୰࡛ࡸ࠸ࠊୡ⏺୰࡛

㐃ᖏࡢ㍯ࡀᗈࢀࡒࢀࡑࠋࡡࡍࡲࡾ࠶ࡘࡘࡾࡀ

⮬ศࡕ❧ࡢࡕࡓ఩⨨࡛ࠊ㡹ᙇ࡜࠸ࡓࡾᛮࡲ࠸

 㸧ࡃ⥆࡬ࢪ࣮࣌㸧㸦15ࢇࡉ㸦ᒣཱྀ┴ Kࠋࡍ
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㻌
䖃ເ㔠≧ἣ㻌 㻌 㻞㻜㻞㻜㻞㻜㻞㻜㻝㻝㻝㻝㻞㻞㻞㻞 ᖺᖺᖺᖺ 㻥㻥㻥㻥 ᭶䡚᭶䡚᭶䡚᭶䡚㻌㻌㻌㻌 㻝㻝㻝㻝㻝㻝㻝㻝 ᭶᭶᭶᭶㻌 㻌㻌 㻌㻌 㻌㻌 㻌 㻌㻌㻌㻌 㻌 㻌㻌 㻌㻌 㻌㻌 㻌 㻌㻌㻌㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠄༢఩䠖෇䠅㻌
 

㻖༏ྡ䛾᪉䜘䜚䛾ເ㔠 㻟 ୓䝗䝹䜢ྵ䜐㻌

㻖㻖䝟䝹䝅䝇䝔䝮ᮾி䞉ᖹ࿴䜹䞁䝟㻌

䖪䜋䛛䛻⌧≀ᐤ௜䠄䝔䝺䝩䞁䜹䞊䝗䚸ษᡭ䞉ᅗ᭩䜹䞊䝗䠅㻠㻞㻘㻝㻣㻜 ෇ศ 

 
䖃ᩆ᥼≧ἣ㻌 㻌 㻞㻜㻞㻜㻞㻜㻞㻜㻝㻝㻝㻝㻞㻞㻞㻞 ᖺᖺᖺᖺ 㻥㻥㻥㻥 ᭶䡚᭶䡚᭶䡚᭶䡚㻌㻌㻌㻌 㻝㻝㻝㻝㻝㻝㻝㻝 ᭶᭶᭶᭶㻌 㻌㻌 㻌㻌 㻌㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠄༢఩䠖෇䠅㻌
㻌
䠘䜴䜽䝷䜲䝘䠚㻌

䖂䖂䖂䖂ෆศἪ◊✲ᡤෆศἪ◊✲ᡤෆศἪ◊✲ᡤෆศἪ◊✲ᡤ㻌㻌㻌㻌 㻌

་⸆ရ㻌 㻡㻜㻡㻘㻡㻜㻜㻌

ᨺᑕᛶ䝶䞊䝗యෆṧᏑ㔞 ᐃჾ㻌 㻟㻜㻟㻘㻟㻜㻜㻌
 
㻌

㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨‒

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㻌㻌㻌㻌޹޹޹޹ ເ㔠ᅋయྡ୍ぴເ㔠ᅋయྡ୍ぴເ㔠ᅋయྡ୍ぴເ㔠ᅋయྡ୍ぴ㻌㻌㻌㻌 䠄㡰୙ྠ䞉ᩗ⛠␎䠅㻌㻌㻌㻌޹޹޹޹

⣬㠃䛾㒔ྜୖ䚸ಶேྡ䛿┬␎䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛔䛶䛚

䜚䜎䛩䚹䛤ᐤ௜䜢䛔䛯䛰䛔䛯䜏䛺䛥䜎䛻ᚰ䜘䜚ឤㅰ

⏦䛧ୖ䛢䜎䛩䚹㻌
㻌
䛆㻥᭶䛇㻌 㻌 㻌

䝖䝷䞁䝇䝣䜵䝸䝑䜽䝬䝛䝆䝯䞁䝖䠋㻔ᰴ䠅䝆䝵䜲䝯䜲䝖䠋

䝟䝹䝅䝇䝔䝮ᮾி㻌ᖹ࿴䜹䞁䝟䠋㻔᭷㻕䛫䛝⮬

ື㌴ᕤᴗ㻌
㻌
䛆㻝㻜᭶䛇㻌 㻌 㻌

䜹䝖䝸䝑䜽ᚨ⏣ᩍ఍䠋䝢䞊䝇䝷䜲䝤㻌䜲䞁㻌䛣䛖䛱䠋

ᮾ⏝ᇽ἞⒪㝔䠋⮬἞ປᶓ὾⥲ົᨭ㒊䠋䝖䝷

䞁䝇䝣䜵䝸䝑䜽䝬䝛䝆䝯䞁䝖䠋㻔ᰴ䠅䝆䝵䜲䝯䜲䝖䠋

䝠䞊䝸䞁䜾䞉䝇䝨䞊䝇䞉䝺䜲䠋↷ᜠᑎ㻌
㻌
䛆㻝㻝᭶䛇㻌 㻌 㻌

┿᐀኱㇂ὴ㻌㧗ᚨᑎ䠋ᐇᩍฟ∧ᨺᑕ⬟೜ᴦ

㒊䠋㻔ᰴ䠅䝆䝵䜲䝯䜲䝖䠋ᜨἨዪᏛᅬ୰Ꮫ䞉㧗➼

Ꮫᰯ㻌ᩥ໬⚍ጤဨ఍䠋ᇸ⋢ᮾ㒊ἲᚊ஦ົᡤ䠋

᪥ᮏ䜻䝸䝇䝖ᩍᅋ㻌⚄ዉᕝᩍ༊᰾ၥ㢟ᑠጤဨ

఍䠋䝖䝷䞁䝇䝣䜵䝸䝑䜽䝬䝛䝆䝯䞁䝖䠋䛠䜚䜣䜄

䞊䛩㻌

㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨㹼㸨‒

㻌
㻌

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㻌 㻥 ᭶㻌 㻝㻜 ᭶㻌 㻝㻝 ᭶㻌

ເ㔠௳ᩘ㻌 㻟㻡 ௳㻌 㻟㻜㻠 ௳㻌 㻝㻤㻜 ௳㻌

ᩆ᥼ᐤ௜㔠㻌 㻝㻢㻣㻘㻠㻡㻣㻌 㻖㻟㻘㻢㻠㻢㻘㻠㻝㻢㻌 㻡㻟㻠㻘㻥㻥㻥㻌

ಖ㣴㈝㻌 㻝㻡㻘㻜㻜㻜㻌 㻝㻝㻡㻘㻡㻡㻜㻌 㻝㻟㻟㻘㻣㻡㻜㻌

≉ูಖ㣴㈝㻌 㻖㻖㻥㻜㻞㻘㻡㻝㻣㻌 㻝㻣㻡㻘㻜㻜㻜㻌 㻟㻡㻘㻜㻜㻜㻌

㔛Ꮚᨭ᥼㻌 㻝㻟㻘㻜㻤㻜㻌 㻠㻟㻘㻥㻣㻜㻌 㻝㻠㻠㻘㻤㻞㻜㻌

་⒪ᶵჾᨭ᥼㻌 㻡㻘㻜㻜㻜㻌 㻝㻘㻜㻜㻜㻌 㻙㻌

䝙䝳䞊䝇㉎ㄞ㈝㻌 㻢㻘㻜㻜㻜㻌 㻝㻜㻞㻘㻜㻜㻜㻌 㻠㻜㻘㻜㻜㻜㻌

㻞㻢 ࿘ᖺ䜲䝧䞁䝖㈶ྠ㔠㻌 㻙㻌 㻟㻘㻜㻜㻜㻌 㻙㻌

ྜィྜィྜィྜィ㻌 㻝㻘㻝㻜㻥㻘㻜㻡㻠㻌 㻠㻘㻜㻤㻢㻘㻥㻟㻢㻌 㻤㻤㻤㻘㻡㻢㻥㻌

    
ເ㔠࣭ᩆ᥼≧ἣເ㔠࣭ᩆ᥼≧ἣເ㔠࣭ᩆ᥼≧ἣເ㔠࣭ᩆ᥼≧ἣ    

℩⇧⇍∑⇴⇼⇊∐↝ജ٣ℳK≋‣…∀∞⇞↷↹ዓⅼ≌‒

࡛⏺ୡࠊᑗ᮶࠸㏆ࠊࡀᓥ⚟ࠊࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳی

ࡲࡋࡾ♳࠾ࡽ࠿ᚰࢆ᪥ࡿ࡞࡜ᮧ࠸ࡋ⨾ࡶ࡜ࡗࡶ

㛤ദ࡛ࢆࢺࢵ࣑ࢧᮧ࠸ࡋ⨾ࠊ࠿ࡘ࠸࡚ࡋࡑࠋࡍ

⃈ࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠋࡍ࡛࠸ࡋ࡯࡚ࡗ࡞࡟࡛ࡲࡿࡁ

ࡀ᪥ࡿ࠼➗ࡾࡁࡗ࠸ࡶ࠾ࠊ୰࡛ࡢẼ✵ࡓࡗษࡳ

㸦໭ᾏ㐨 T͐࡟࠺ࡼࡍࡲࡁ ࢸඛ᪥᯾ی㸧ࢇࡉ

࡝Ꮚ࠸࡞ࡶ࡜࡟ࣜ࢖ࣈࣀ࢙ࣝࢳ࡛⤌␒ࡢᒁࣅࣞ

ࠋࡓࡋࡲࡾ▱ࢆἣ≦࡞้῝ࡿ࠸࡚ࡁ࠾࡟ࡕࡓࡶ

␯ࡣࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢᓥ⚟ࡾࡣࡸࠋࡓࡋ࡛ࢡࢵࣙࢩ

㛤ࠋࡡࡼࡍ࡛࠸࠸ࡀ࠺࡯ࡓࡏࡉ㸦᪂₲┴ Kࢇࡉ㸧

࣭ࣕࢩ࣮ࢱࢼࡣኟࡢࡇࠋࡓࡋࡲᡞ᪂⪺࡛ぢ⚄ی

࢖ࣈࣀ࢖࢙ࣝࢳࠋࡓࡋࡲࡁ⪺ࢆḷࡢࢇࡉ࣮ࢪࢢ

ࡏࡲ࠸࡚ࡋゎ⌮ࢆࡉᛧࡢཎⓎࠊࡣ᫬ࡢ஦ᨾࡢࣜ

ࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡋື⾜ࡶఱ࡝ࢇ࡜࡯ࠋࡓࡋ࡛ࢇ

ࡍ࡛࠸ࡉᑠࡶ࡚࡜ࠊ௒ᅇࠋࡍࡲ࠸࡚࠸᜼ࡶ࡚࡜

㸧ࢇࡉ㸦රᗜ┴ Nࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡤࢀ࡞࡟ᨭ᥼ࠊࡀ

࡜ࡇࡿᡠ࡟ඖ࡜஧ᗘࠊࡤ࠼ࡲࡋ࡚ࡁ㉳ࡀ஦ᨾی

ࢀࡉ࠿ࡸࡧ࠾࡟ᖖࡣ೺ᗣࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡃ࡞ࡣ

ࡗࡲࡋ࡚ࡋ㏉ࡾ⧞ࢆ࡜ࡇࡢ๓ࡾࡓᙜ࡞ࢇࡑࠋࡿ

 ᮍࡶ࡛ࢀࡑࠋࡍࡲࡌឤࡃ࡞ࡅࡉ࡞ࢆហࡢே㢮ࡓ

᮶࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡁ⏕ࢆᏊ࡟ࡕࡓࡶ࡝ఱ࡜

ᓥ⚟ی㸧ࢇࡉ㸦㤶ᕝ┴ 㸿ࠋ࠸ࡓࡋクࢆᕼᮃ࠿

ཎⓎࡽ࠿㞳࡟ࢁࡇ࡜ࡓࢀఫ࡜ࡿ࠸࡛ࢇᨺᑕ⬟

ởᰁ࡟ᑐࡿࡍษᐇࡢ⚾ࠊࡃⷧࡀࡉᏊྠ࡜ࡶ࡝

ࡀ≦⌧ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࡋ᭚⿕ࡀ㐩ࡶ࡝Ꮚࡢᖺ㡭ࡌ

⌧ᐇ࡜ࡢࡶࡢᛮࡶ࡛ࠋࢇࡏࡲ࠼ᐇ㝿ࠊ࡟య࡟

␗ᖖࢆッࡿ࠼ேࡍࡲࡍࡲࡀቑࡋ࡛ࡢࡿࡃ࡚࠼
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※当基金は任意団体のため、ご寄付は税金控除の対象とはなりません。ご了承ください。 

■ボランティア募集 

◎事務局では、毎月第1･3土曜日の午後1時半～5時、

ボランティアの方に事務作業などを手伝っていただいて

います。少しの時間でも歓迎です。 
 

◎ニュース発送作業（年4回：3・6・9・12月） 

次回 日時：3/16（土）午後1時～4時頃まで 

場所：東京ボランティア・市民活動センター 

（飯田橋駅ビル セントラルプラザ10階） 
 

※日程が変更になる場合もありますので、ボランティア

参加希望の方は、前日までにご連絡ください。 

【問い】平日午前10時～午後5時 留守の場合は伝言

をお願いします。T＆F 03-5228-2680 
 

■「基金ニュース」について 

募金をくださった方には、使途の報告としてニュースレタ

ーをお送りしています。また、ニュースレター購読費

（2,000円／年）も募っております。印刷・発送などの経

費の残金は、募金として使わせていただきます。 

 

■2013年カレンダーは、12月初旬に完売しました。

ご購入いただいたみなさま、ありがとうございまし

た。また、ご注文いただきながらお届けできなかっ

たみなさまには、本当に申し訳ございませんでした。 
 

■2013年4月チェルノブイリ27周年イベント 「チ

ェルノブイリと福島」 

4/8(月)～4/10（水） 絵画展 「チェルノブイリ

と福島の子どもたちが描いた絵」  

場所：文京シビック１F展示室２ 

時間：10時半～20時（予定） 

4/26（金）講演会 「チェルノブイリと福島」 

☆木村真三氏（決定）／独協医科大学準教授、国際

協力支援センター国際疫学研究室 福島分室 室長 

☆広河隆一氏（予定）／フォトジャーナリスト、DAYS 

JAPAN編集長 

場所：文京シビック 小ホール 

時間：18時半(予定) 

 

 

 

 

 

■マクシンスキー特別講演 福島の子どもたちと共に生きる 

「チェルノブイリから学ぶ福島の子どもの保養」 

開設当初から子ども基金が支援をしているベラルーシの

サナトリウム「希望21」所長のマクシンスキー氏が来日し

ます。このニュースレターが届く頃には12/16（日）の東

京公演は終了していますが、いわき、京都での講演が引

き続き行われます。ぜひご参加ください。 

【いわき講演会】 

日時：2012年12月17日（月）18：00（開場17：30） 

場所：いわき芸術文化交流館アリオス 大リハーサル室 

参加費：500円 ＊託児所利用希望者のみ要予約 

問：tarachine@bz04.plala.or.jp（鈴木）FAX 0246-92-2526 

【同志社大学（京都）講演会】 

日時：2012年12月19日（水）18：30―21：00 

場所：同志社大学 新町キャンパス・臨光館201教室（R201） 

資料代：500円 予約不要 

問：浅野健一研究室 Tel.075-251-3411（社会学部事務室） 

asanokenichi@nifty.com 

 
いつもあたたかいご支援をありがとうございます。 
振込用紙と領収証につきまして、みなさまにお知らせと
お願いです。 
 

すべての方に振込用紙を同封しております 
事務作業の都合により、まことに勝手ながらすべての方
に郵便払込用紙をお送りしております。決して募金を強
要するものではありません。また、すでに通信費・寄付金
を納入された方はどうぞご容赦ください。 
 
払込取扱票のお名前・ご住所は楷書でご記入ください 
郵便局からは払込取扱票のコピーが届きます。文字が
かすれて判読しづらい場合がございますので、楷書でわ
かりやすくご記入ください。 
 

「受領確認の葉書」をご希望の方へ 
通信費･寄付金を納入された方で、受領確認の連絡をご
希望の方には、葉書(金額は記載せず)をお送りします。
振込用紙の該当欄に印をつけてください。 
 

「領収証」が必要な方へ 
郵便局払込取扱票の「払込受領証」は公に認められる
領収証です。大切に保管ください。別途領収書がご入り
用の際はお申し出ください。 
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